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調査項目 5句 ヨ笠 事 項 対 象 J方 法
(1)児童・生徒 (1) 道徳主主識の実態 ， 




ているか。 、. (2) 道徳的行:!Ylの実態 小中高生全員 事例収集
(3) 児童・生徒わ窓の道徳性V乙 a.教師 b.父兄 C.地域人 行質問動評紙価法対する成人 見





るか。 ② 人間的EL1境 質問紙法
(3) 地域生活環境の実態
2~<) 
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③|② : <D I ① -村誌をは部落の代表であるから，その人を落さぬため
.どの部落からも議員が平らに出ないと村放が平等にゆかず村
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あるο また> ~ {閑人個人でやる方が他人に何の気が担もなく楽々之した気持で
仕事ができるからj， r自分でま子きなようにした方がよいから」というような
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